
847

（26） 2019年（令和元年）８月10日発行 岡山県医師会報　第 1507 号

会員の声 （郡市等医師会から）

「21世紀　適々斎塾」に参加して
 新見医師会理事　上江洲　篤　郎

　「21世紀　適々斎塾」をご存じですか？ 2019年５月の日本プライマリ・ケア連合学会の一部の
セッションが適々斎塾関連でしたのでご存じの先生もいらっしゃるでしょう。スローガンに「開
業医の、開業医による、全ての医師・医学生のための医学塾」を掲げて、月に一度、土･日曜に
大阪で行われている勉強会です。塾生は、開業医が中心ですが、病院で総合診療をしている方や、
研修医や学生もいます。塾の中では皆対等に話をするという姿勢が貫かれていて、お互いを「先生」
と呼ばずに「さん」で呼ぶようにしていることにも表れています。講師陣は、以前にNHKで放送
していた「総合診療医ドクターG」に出演していた先生や若手でもその道でトップクラスの臨床
医として活躍されている、選りすぐりの先生です。講師の皆さんは、プレゼンのスキルがとても
高く、講義を聞いていても飽きることはほとんどありません。家庭医療の目線で自験例を提示し、
解説してもらえるので説得力があります。講義は主にワークショップ方式で行われ、症例をベー
スにしてお互いに討論をしながら所見の取り方や考え方を学んでいきます。
　恥ずかしながら、身近で出会っている可能性がありながら、これまで知らなかった事例が次々
に出てきます。例えばcommon diseaseのuncommon presentation、PMR mimics、Precordial 
catch syndrome、ACNES、石灰沈着性頸長筋腱炎、第３世代セフェム＝だいたいウンコ、アシ
クロビル脳症、流行性筋痛症、脊椎関節炎、薬剤性過敏症症候群、めまいのHINTS、Wellens症
候群、腹膜垂炎、腹膜癌、手口感覚症候群など。総論的な話では、システム１システム２の思考、
たかがバイタルされどバイタル、診断エラー要因分析、ポリファーマシー、AMRの問題、Ｍ＆
Ｍカンファレンス、アンガーマネジメントなどもこの塾の中で具体的な内容を知ることができま
した。これらの内容は、第一線の救急医や総合診療医にとっては常識的な知識だと思われますが、
普段あまり勉強をしない私にとっては新しいことばかりで、講義の中には日常診療に役立つ重要
なクリニカルパールが沢山ちりばめられています。
　長い間、自分一人だけで診療をしていると、新しい知見や最新の治療法などを得るチャンスが
なく、独りよがりの診療になってしまう恐れがあります。医学雑誌やメーリングリスト、ネット
の記事などで知識を得ることができても、第一線の講師の生きた講義を聞き、質問をし、同じよ
うな立場の医師と意見交換ができる場に勝るものはありません。また研修医や医学生と一緒に勉
強したり話をする機会は普段なかなか持てないので、とても刺激になります。貴重な土・日曜が
つぶれるのは少し痛いですが、しばらくは大阪に通ってみるつもりです。
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笠岡市での地域包括ケアシステムの構築について

 笠岡医師会理事　谷口　正人

　笠岡市では、行政を中心として全世代・全対象型の地域包括支援体制を構築することによ
り誰もが安心して、住み慣れた地域での生活を継続できることを目指しています。そのため
に、１．健康づくり・介護予防、２．医療と介護の連携、３．福祉（児童・障害・介護）、４．
生活支援の４つの領域で目標を立て、それを実現するために様々な施策を立案し実行してい
ます。取り組み目標年度を2025年とし、現状分析では、課題として１．高齢者を支える人口
の減少、２．疾病別医療費で１位を占める循環器疾患の予防、３．75歳以上の疾病別医療費
で２位を占める骨・関節疾患の予防、４．医療費における慢性の呼吸器疾患・循環器疾患の
増加が推計予測されること、５．介護が必要になった主な原因である認知症の予防、６．笠
岡市では岡山県の中でも介護サービスの内、施設・居住型サービスの利用が多く介護費用の
増加が予測されていることがあげられ、取り組み目標として介護認定率の平成28年度水準を
維持させることを設定しました。
　具体的には、平成30年度から、日常生活圏域である５ブロックでの小地域ケア会議、市全
域での地域づくり連携会議、医療・介護の連携会議で課題発見・ネットワーク構築を行い、
地域づくり・資源開発・政策形成を笠岡市地域ケア会議と各種審議会・市役所との連携で行っ
ています。疾病予防、重症化予防、介護予防等の予防に重点を置き、①医療・介護職のマン
パワー確保対策として、ケアキャビネット活用の検討、職種間連携強化・資質向上の研修会
の実施、在宅療養パンフレットの作成と市民への配布、かさおか就職ガイド（医療職・介護
職向け）の作成と高校及び大学への広報、介護ロボットの活用事業所の運営支援、②健康寿
命延伸対策として、健康づくり活動企業推進事業、糖尿病重症化予防の実施、健康ポイント
事業の実施、生活支援サービスの構築、③高齢者いきいき対策として、認知症アセスメント
シート（DASK-21）を活用した金融機関・郵便局・薬局・岡山コープ等の地域の見守り機
関による認知症の早期発見及び対応、MCIを対象とした認知症予防のための脳の健康教室（い
きいきサロン・いきいき百歳体操の場での簡単な脳トレやMCI及び軽度認知症高齢者を対象
にした通所介護サービス事業所での公文式の脳の学習療法の実施）、介護支援ボランティア
活動に対する介護ポイント事業等を実施しています。
　令和元年度の新たな取り組みとしては、退院退所後の運動機能維持による在宅生活継続を
目的とした短期（６カ月以内）リハビリである通所型サービスCの実施、利用者の在宅維持
に向けて積極的な取り組み（時間延長を含む）を行っている通所サービス事業所に対するイ
ンセンティブ事業、認知症の人や家族への相談支援を認知症当事者や専門職から定期的に受
けられる場としての「おれんじドア」の開催回数を月１回に増加、認知症本人や家族の通い
の場としての認知症カフェを４カ所からもう３～４カ所の追加設置を目指した補助金の創
設、高齢者・被保護者・引きこもり等の実態把握、面的整備型の地域生活支援拠点の整備等
を予定しています。
　笠岡医師会としても様々な場面で協力をしており、笠岡市独自の取り組みもあり、これか
らの施策の成果が期待されます。
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